
 夏休みも終わり、学校にも⼦どもたちの元気な声が戻ってきました。３７⽇間の夏休み、⻑く感じた⼦
もいれば、あっという間だったという⼦もいました。「海に⾏ったよ」「おじいちゃんの家に⾏ったよ」
「カブトムシを捕まえたよ」「⾃由研究をがんばったよ」等々…、いろいろな経験ができたようです。な
により全員が元気に過ごせたことが⼀番だと思います。保護者の皆様には⼤変お世話になりました。

さくら市⽴喜連川⼩学校 学校だより 第５号

令和６年８⽉３０⽇発⾏  発⾏者 ⼤登英樹

夏休み明け 元気な笑顔が戻ってきました
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 この夏休み､⼦どもたちはいろいろな課題に挑戦してきました。ドリルや⾃主学習だけでなく、感想⽂
や⾃由研究、⼯作や絵画、習字など、提出された作品からは、⼦どもたちが⼀⽣懸命取り組んだ様⼦がう
かがえます。その中のいくつかを紹介したいと思います。          

夏休みの作品です



 ８⽉２４⽇（⼟）にＰＴＡ奉仕作業を実施しました。２､４､６
年⽣の児童と保護者の⽅々、学びの環境ボランティアの皆さん等
にご協⼒いただき、草刈りや除草、コースロープの張り替え、
机・椅⼦の調整などをしていただきました。

 

 ８⽉８⽇に喜連川地区⺠⽣委員児童委員、主任児童委員との懇
談会を本校の多⽬的室において⾏いました。この懇談会は、喜連
川⼩学校、喜連川中学校合同で実施しています。⼩学校、中学校
の様⼦について説明をした後、意⾒交換を⾏い、貴重なご意⾒等
をいただくことができました。今後も情報共有に努め、より⼀層
連携を深めていきたいと考えています。

 さくら市は、昨年度⽂部科学省
から「学校安全総合⽀援事業」の
指定を受け、今年度は喜連川⼩学
校が拠点校として取り組んでいま
す。本校周辺は、河川が氾濫した
場合には浸⽔が想定されていま
す。８⽉１⽇の校内研修には、喜
連川消防署の⽅々や栃⽊県防災⼠
会の⽅々を講師にVR防災体験⾞
による⾵⽔害の疑似体験やDIG訓
練（災害図上訓練）等を⾏いまし
た。「⾃ら適切に判断し、主体的
に⾏動できる児童⽣徒」の育成に
努めていきたいと思います。

⺠⽣委員児童委員との懇談会
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学校安全総合⽀援事業

 今年度はB＆Gプールの改修⼯事のため、夏休み前は⽔泳の授業ができませんでした。暑い⽇が続いて
いたこともあり、⼦どもたちは⽔泳の授業がとても待ち遠しかったようです。いよいよ８⽉２８⽇から⽔
泳の授業が始まりました。まだまだ暑い⽇が続きそうなので、思いっきり泳いでほしいと思います。

待ちに待ったプールでの授業


